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生体物理瑠偉の勉強 も, これか ら積極的に進めたいと考えていますO幸い基







教授 :山本 .新富 譲帥 :/谷轟紺 助手 :涌 出諌言
院外研究生 :梶川友義･(大阪工大), 安 国ノ裕汁
D C :本蘭 董礎.片 岡洋右,田中･:i感 ,武 村亮,広川哨二
IvIC :軸 力撃-,安田･秀麗
し研究計軌j
ノ言ヒ学者が蓄積し続けている膿大な情 夷の豪 JJ中に踏込み,新 しい道をつける
事を目票に して, .射 二物留 と密着 した統計力学府研究 をJ'lTう方針ですO ます,
軟いモ ノを対象にしまrc,遠 くに生物 を見ているつも りですOさしあた っては
分子塵結 露増でr/:.)分子遅 功についての基礎 瑠 な知識を増め る事を出発点 としま
す n 東庄,固体メタ ンの柏転 ･T･.Sの研･/itlが 中 心 テーマです｡､
メタンには,義手効果の著 しい CH4 から始 まり,H をDで適凍えて行 って,
古典蜘 二戚扱 ってもよい CD4迄の IS再 opic s,3rieLSかあ ります Oそれ ら
の示す森 力学的挙 動 赤外吸 Li,核通 式嶺和,中性子致乱等 の実験 車 集 翫 亮一
勺に増:#しょうというのが,目下進行中の仕事の主な円 ･Gです ｡ 各藩j位体がそ
れぞれ種 々の杉スピ･ソ種からなる混合物ですか ら,異 なるスピン嘩 蘭の相互転
-･r9%10t)樹適 も含 まれ ます｡態晶中の分子回転を考 えるとき,混在我々が採用して
いる噴型は,分子虎向に よる相転′新 二直感Lyjな産額を与え.る分子閲相互作用か
a.ult1POle一mul七ipole interactionであるとするものです.この模型





子 の慣性能率,結晶場 の嶺 さを考えれば,配向転移 を行 う一連 の物質の mole-
culardynamicsに対 して縫括純な把産が可能なのではないか と思われ ますO
従 -て,次 の ?tepとして HX,N2,02,Si昆∴ 五闇 4Ⅹ 等 の分子性結晶を
も威上げてお りますo革た, paraffin ho血Ologues へ進む ことも考 えてお
ります ｡
谷講師が中心Ejil,グ jL,-プ七は magnetic criticalp｡in･U近傍 の ulもト
asonic attenuaJ10r1- softmrJde.の ,iynA,imi.cs･反嶺磁壁殊の 'TN以下
での longitudinal spin pair correlaもion･ferrilnagnetic spin
waveの daTn_C,i-ngお よび frequency shift,displacive-type
ferroelectrics､に於け る anomalous sound aもtenuaもionの計算が ほ
ぼおわ りましたので, cri-もicalpoinも近傍 での磁 気共鳴巾,磁性体,塵誘
電体 の 'L'C近傍での coH ec･tive.excitation,反 強磁性体 0)spin-flop
transitic･nお よひ metalの magneもic transition近傍 の .sc)urld
attenuation等 を考えてゆきたい と思 っています ｡














当講座の実験を主体 とす る研究は, 庵低虚におけ る分光 および磁性の研究 の
2つに大別され,共l羊ユニークな仕 事であることを日給 している0 分光嫡孫 で
紘,現在鉄族蛮確 の燦 スペク トルを主に対象 としている ｡ 1∪年前ル ビーの線
スペク トルの研究 を行い,その後ルビ-の固体 メーザーが鏑発-3-れ て以来,
不純物 として鉄族 イオンを含む 廿堅い試料 "についての研究は盛ん豆行われ て
い るが, "軟かい試料 "即 ち鎗体につ しつて系統的に研究 を行お うとしているの
紘 ,世界中で当講座以外にないo当講座が発足 して4年にな り,既に項 味の あ
る結果が得 られているので,その一 ･二 を紹介す ることにする0
-215-
